
すずかけ祭間近！ 各部門準備、全校合唱練習がんばっています！

全校合唱で歌う ･･･角館中学校の「校歌」について
角館中学校の校歌（作詞：三好達治、作曲：諸井三郎）は、昭和31

年に完成しました。作詞の三好達治氏といえば、著名な詩人ですが、
昭和29年当時の校長が新潮社を介して校歌の作詞を依頼したと記録さ
れています。校長室には、当時の三好達治氏が本校校歌の構想を練る
ために田沢湖高原でたたずんでいる写真と作詞の直筆原稿が掲げられ
ています。
格調高い本校校歌ですが、三好達治氏がどんな思いを校歌の歌詞に

。込めたのか･･･その問いに挑戦した本校の先輩がいたので紹介します
2014年（平成26年）の国民文化祭〈秋田の文学について知ろう〉小

・中学生調べ学習コンクールで当時２年生の鈴木遥香さんが「角館
」 。中学校校歌と三好達治 というタイトルで最優秀賞を獲得しました

遥香さんが調べた校歌の意味をその中から抜粋して紹介します。

生徒の皆さんは、音楽の授業で校歌を習った時に、佐藤美紀先生からその歌詞のだいたいの意味
を教わったと聞いています。私は今回、鈴木遥香さんの作品から校歌に込められたその意味を改め
て確認することができ、大変うれしく感じています。
すずかけ祭では全校生徒の皆さんが、校歌に込められた作詞者の思いを感じ取りながら、誇り高

い気持ちで歌ってほしいと思っています。保護者の皆さんにも作詞者の思いや校歌の意味を感じな
がら、聞いていただければ幸いです。
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